
〈 産卵 〉 交尾が終わると、オスはメ
スを放して、産卵が始まります。
産卵は、産卵中にじゃまが入らな
いよう、オスがメスを見守りながら
行われる場合もあります。

〈 交尾 〉 オスのなわばり内にメスが
やってくると、オスはすかさずメスに
アタックし交尾します。

※トンボは成熟するにしたがい、体の
色つきがこくなり、中には大きく体色
が変化する種がいます。上の未成熟
と左の成熟個体の写真はいずれも、
シオカラトンボのオスの写真です。
シオカラトンボのオスは、未成熟の
時は麦わら色をしていますが、成熟
すると青白くなります。

〈 成熟 〉 羽化後、1～2週間ぐらいた
つと体が成熟してはんしょくができ
る体になります。成熟するとオスは
メスと出会うため、水辺でなわばり
をつくります。

〈 未成熟 〉 羽化後、しばらくは周り
の草地や林のふちでエサを食べ、
はんしょくができる体をつくります。
このじきを未成熟期といいます。

〈 羽化 〉 ヤゴは成長し、トンボにな
る準備ができると、水辺の植物など
につかまり羽化（はねのある成虫に
なるための脱皮）をします。

〈 ヤゴ 〉 産みつけられた卵はその
後、ふ化し、ヤゴとなります。ヤゴは
水中の生き物（ミジンコやイトミミ
ズ、子魚など）を食べ、10回ぐらい
脱皮して大きくなります。

※シオカラトンボを
　　 例にしめしています。

トンボの一生

トンボは、幼虫（ヤゴ）は水中で
くらし、成虫は水辺周辺でくらし
ます。トンボの一生をのぞいて
みましょう。

トンボの一生
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